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手づくり劇を楽しむ
　8月14日、赤谷十二神社境内で、若い衆の会（登坂豊秀

会長、会員21人）主催による演芸カラオケ大会が、お盆行

事の一環として実施されました．

　この催しは、地域の活性化や住民との交流を図ることをね

らいに毎年実施されており、ことしで8回目となります．そ

の中でも、他地域に見られない出しものは、自作自演の手づ

くり劇です。今回は、「走れ、メロス」が演じられました。

圃休日救急医
9月15日庭野医院（寿町）852－2711

　16日至誠堂医院（西浦町）台52－3276

　23日中条病院（中条）β57－3018

　24日富田医院（神明町）852－3269

　30日大島医院（川原町）a52－2957

10月7日第二藤巻医院（上野）壼68－2018

　10日池田医院（本町西）台52－2581



　
八
月
三
日
、
一
級
河
川
曽
根
川
で
、
県
営
防
災
ダ

ム
「
坪
山
ダ
ム
」
の
起
工
式
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

山
口
新
潟
県
農
地
部
長
、
南
雲
町
土
地
改
良
区
理
事

長
ら
の
手
に
ょ
っ
て
、
工
事
の
無
事
を
祈
る
ク
ワ
入

れ
式
が
あ
り
ま
し
た
。

　
同
ダ
ム
の
老
朽
化
や
土
砂
が
積
も
っ
た
た
め
、
昭

和
六
士
二
年
に
県
か
ら
改
修
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で

す
。
土
手
の
高
さ
二
〇
・
五
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
九
四

・
○
メ
ー
ト
ル
の
、
中
央
遮
水
ゾ
ー
ン
型
フ
ィ
ル
ダ

ム
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

坪
山
ダ
ム
は
、
洪
水
の
時
や
融
雪
水
か
ら
下
流
の

水
田
、
住
宅
な
ど
を
守
る
こ
と
が
目
的
で
、
総
貯
水

量
二
一
万
六
千
ト
ン
、
総
工
費
十
億
五
千
六
百
万
円

を
か
け
て
、
平
成
七
年
に
供
用
が
開
始
さ
れ
る
予
定

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ダ
ム
の
改
修
に
よ
っ
て
、
昔
か
ら
水
不
足
に

悩
ん
で
い
た
坪
山
、
霜
条
、
高
原
田
、
伊
勢
平
治
、

中
屋
敷
の
一
部
（
受
益
面
積
一
〇
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

関
係
農
家
百
二
十
戸
）
の
地
域
は
、
万
年
水
不
足
が

解
消
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
町
で
は
、
五
十
三
年
十
月
に
川
西
ダ
ム
が
、
六
十

年
に
は
五
升
苗
ダ
ム
が
完
成
し
て
い
ま
す
。
坪
山
ダ

ム
が
で
き
る
と
三
つ
目
の
農
業
用
ダ
ム
と
な
り
、
町

の
水
田
な
ど
が
潤
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

南雲町長による玉串奉莫

現
在
の
坪
山
ダ
ム
。
平
成
七
年
に
完
成
す
る
予
定

　
八
月
二
十
六
日
、
中
子
野
球
場

で
、
少
年
野
球
大
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。

　
町
野
球
協
会
（
当
時
・
宮
啓
一

会
長
）
が
、
「
将
来
、
甲
子
園
に

行
け
る
選
手
に
育
っ
て
欲
し
い
」

そ
ん
な
夢
を
乗
せ
て
始
め
た
こ
の

大
会
も
、
こ
と
し
で
二
十
回
と
い

う
、
記
念
の
大
会
と
な
り
ま
し
た
。
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灘欝．　　『
ことしは6チ＿ムが参加。開套式者も闘志があ

　
四
年
前
の
全
国
高
校
野
球
新
潟
大

会
の
決
勝
戦
に
ま
で
進
ん
だ
十
日
町

高
校
、
こ
と
し
初
め
て
ベ
ス
ト
十
六

に
駒
を
進
め
た
川
西
高
校
。
両
校
の

選
手
の
中
に
は
、
こ
の
少
年
野
球
大

会
を
経
験
し
て
育
っ
た
、
町
出
身
の

選
手
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
も

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
一
つ
で
す
。

　
こ
と
し
は
六
チ
ー
ム
が
参
加
し
、

A
ブ
ロ
ッ
ク
で
千
手
タ
イ
ガ
ー
ス
が

B
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
橘
ホ
ワ
イ
ト
サ
ン

ダ
ー
ス
が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し
ま
し
た
。

　
優
勝
チ
ー
ム
あ
し
あ
と
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コ
リ
ャ
ー
な
か
な
か
い
い
ね

ドラム缶のおふろもまた格別

　
八
月
十
九
田
か
ら
二
十
四
田
ま
で
の
六
日
聞
、
仙
田
地

区
で
山
村
留
学
実
行
委
員
会
（
高
橋
幸
一
会
長
）
が
主
体

と
な
っ
て
、
都
会
の
児
董
と
町
の
児
童
が
交
流
を
深
め
る

抽
圏
郷
子
ど
も
村
を
開
設
し
ま
し
だ
。
臼
然
の
中
廼
の
自

立
生
活
や
、
農
家
の
盤
活
体
験
巻
す
る
＆
と
な
ど
輝
主
な

内
容
艶
実
施
き
れ
ま
し
だ
。

　
謹
の
催
し
は
、
ゆ
嚢
ゆ
く
は
、
減
少
す
る
周
地
区
の
児

童
数
蓬
活
性
化
し
、
都
会
の
児
童
を
受
け
入
れ
る
幽
村
留

学
匿
結
び
付
轟
よ
う
と
、
初
め
て
企
画
さ
れ
た
も
の
警
す
。

つきたてのおモチは最高だ

灘
羅
鷺
莚
ー

き
＝

　
七
月
一
日
号
の
お
知
ら
せ
版
で
募
集
し
た
、
在
宅
老
人

デ
ー
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
介
護
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
に
、
百
一
人

の
申
し
込
み
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
事
業
に

参
加
を
申
し
出
た
お
年
寄
り
が
九
人
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
老
人
性
痴
ほ
う
で
、
日
常
生
活
の
自
立

が
困
難
な
お
年
寄
り
や
、
一
人
で
留
守
番
の
で
き
な
い
お

年
寄
り
を
介
護
す
る
、
家
族
の
方
々
の
苦
労
を
少
し
で
も

軽
減
し
よ
う
と
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
実
施

期
間
は
通
年
で
、
毎
月
二
回
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
、
軽
い

体
操
や
歌
、
ゲ
ー
ム
な
ど
を
行
う
も
の
で
す
。

　
八
月
十
日
、
第
一
回
目
の
事
業
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

iii

雛

撃

ちないで渡れるか心配そう

集
ま
っ
た
お
年
寄
り
が
一
日
を
楽
し

く
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
そ
ん
な
願
い

が
通
じ
た
の
で
し
ょ
う
か
、
参
加
し

た
方
の
顔
に
も
、
笑
み
が
こ
ぼ
れ
る

場
面
が
た
く
さ
ん
見
ら
れ
ま
し
た
。

みんな一緒になって風船ゲームを楽しみました

ト
ク
ロ
ス
八
レ
ー
ス
と
、
ト
ロ
ン
ボ

ー
ン
奏
者
向
井
滋
春
さ
ん
ら
一
二
人
に

よ
る
ジ
ャ
ズ
演
奏
が
二
時
間
に
わ
た

っ
て
行
わ
れ
、
集
ま
っ
た
参
加
者
を

魅
了
し
ま
し
た
。

　
モ
ト
ク
ロ
ス
レ
ー
ス
八
十
C
C
以

下
で
は
、
若
山
万
寿
夫
さ
ん
（
新
町

新
田
）
、
羽
鳥
佳
康
さ
ん
（
木
落
）

翼
落
ぜ
遥
羅
麓
詐

　
八
月
十
二
日
、
川
西
モ
ト
ク
ロ
ス

場
で
、
町
内
・
外
か
ら
お
よ
そ
二
百

人
が
参
加
し
て
、
第
四
回
町
サ
マ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
フ
エ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、
モ

ー
ス
を
終
え
た
ラ
イ
ダ
ー
や
集
ま
っ

た
参
加
者
が
出
場
し
て
、
百
メ
ー
ト

ル
丸
太
橋
渡
り
競
技
選
手
権
も
実
施

さ
れ
、
暑
さ
を
吹
き
飛
ば
す
楽
し
い

一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

麟



　　　昔をほうふつさせる「おいらん・道中」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　属

路上で　　　　　、轟
大パフオーマンス講灘
　　　　　．　　　　．．．．ざ舖総論驕驕騒弱

禦躍騰騰萎籔萎1

　
裁
翔
艶
牽
六
日
、
墨
野
申
英
通
嬢
懸
、
圭
野
訪
諏
叢
類
搬
第
蟻
誰
六
圃

張
仮
装
表
会
が
關
瀬
鷺
叢
移
濾
。

　
灘
の
催
膨
ば
、
蜜
野
商
董
套
饗
簡
橋
是
之
会
畏
．
会
員
五
審
薮
火
》
の

蜜
催
縫
実
施
き
れ
蓬
趨
の
諮
、
跨
墨
懸
仮
装
の
腕
前
を
競
う
、
仮
袋
爽
会

驚
ぽ
炎
き
襟
灘
撰
灘
藤
葭
膨
懸
繍
穆
鷺
饗
覇
ま
す
。

　
叢
の
綴
戴
董
野
競
鷹
の
衷
癒
蕩
ぽ
懸
謹
塞
竣
．
鱒
繭
・
熱
繰
趨
趣
爾

蓬
蕊
鑛
慧
羅
鑑
帯
四
維
鵬
蕎
蕾
簸
媒
》
輝
仮
裟
蓬
披
露
、
集
叢
類
濾
箋
嚢

の
識
羅
鞍
惹
、
蓬
の
表
鍵
灘
隷
ー
課
灘
蒸
醸
爽
響
び
矯
馨
蓬
。

　
轟
気
の
あ
強
癒
の
ぽ
、
灘
ぽ
鞍
雛
毬
饗
灘
羅
蕩
演
演
縷
羅
蕎
の
燈
．
報

道
機
関
蓬
鷹
ぎ
灘
彰
羅
秋
篠
欝
謹
炎
妻
難
出
現
慧
総
憩
．
爽
爽
巻
懲
禦
灘

繊
奮
惹
塞
灘
癒
塞
蕃
き
懇
輝
鑛
の
結
婚
譲
の
難
蒙
養
懸
、
誓
願
の
欝
葉
鰭

指
輪
の
交
換
蓬
爆
難
嬢
、
審
登
員
懸
感
心
奪
葛
謙
勝
懇
鶴
鎌
栄
驚
鵜
．
麟

蓬
き
お
爽
き
奪
辮
援
藻
沸
き
起
滋
鋤
薫
騨
謙
鞍
蓬
、

　
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
で
は
、

消
防
士
若
干
名
を
、
次
の
要
領
で
募

集
し
ま
す
。消防職員募集

申込受付9月10日～28日

（郵送消印28日まで）

　
受
験
資
格

ω
高
等
学
校
卒
業
者
（
平
成
2
年
3

月
卒
業
予
定
者
を
含
む
）
で
、
昭
和

43
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
男

子㈲
十
日
町
市
、
川
西
町
、
津
南
町
、

中
里
村
に
居
住
可
能
の
人

⑥
①
身
長
一
六
〇
セ
ン
チ
以
上

　
②
胸
囲
お
お
む
ね
身
長
の
二
分
の

　
一
以
上

　
③
体
重
50
キ
ロ
以
上

　
④
視
力
両
眼
の
場
合
○
・
八
以
上
、

　
一
眼
の
場
合
そ
れ
ぞ
れ
○
・
五
以

　
上
（
矯
正
視
力
可
）

　
⑤
色
神
正
常

　
⑥
身
体
強
健
で
、
体
質
上
欠
陥
の

　
な
い
人

試
験
の
日
時
、
場
所
及
び
方
法

工
　
一
次
試
験

試
験
日
　
1
0
月
n
日
（
木
）

場
所
受
験
者
に
別
途
通
知

方
法

　
〈
教
養
試
験
〉

　
公
務
員
と
し
て
必
要
な
一
般
知
識
、

教
養
に
つ
い
て
、
国
語
、
社
会
、
数

学
、
作
文
の
筆
記
試
験
を
し
ま
す
。

　
〈
体
力
診
断
テ
ス
ト
〉

　
職
務
を
遂
行
す
る
に
必
要
な
体
力

を
有
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
テ
ス

ト
を
し
ま
す
。

乳
二
次
試
験

試
験
日
　
1
1
月
上
旬
ご
ろ
（
一
次
試

　
　
　
　
験
合
格
者
に
別
途
通
知
）

場
所
　
（
同
右
）

方
　
法
　
面
接
と
身
体
検
査

採
用
日

平
成
3
年
4
月
－
日
の
予
定

申
込
書
の
提
出

　
十
日
町
地
域
消
防
本
部
総
務
課
へ

次
の
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
受
験
申
込
書
（
十
日
町
地
域
消
防

　
本
部
総
務
課
と
川
西
分
遣
所
に
用

　
意
し
て
あ
り
ま
す
。
）

●
最
終
卒
業
学
校
の
成
績
証
明
書

（
卒
業
見
込
み
の
人
は
前
年
の
も
の
、

調
査
書
で
も
可
）

　
申
込
書
の
受
付
期
間

　
9
月
10
日
～
9
月
28
日
（
消
印
も

9
月
28
日
ま
で
有
効
）

問
い
合
わ
せ
先

十
日
町
地
域
消
防
本
部
総
務
課

　
　
　
盈
五
七
－
一
五
五
五

麟

郷
土
の

伝
統
芸
能
を

　
　
　
　
披
　
露

　
八
月
十
九
日
、
総
合
セ
ン
タ
ー
で
、

町
芸
能
協
会
発
表
会
が
あ
り
ま
し
た
。

　
地
域
の
活
性
化
、
伝
統
芸
能
の
保

存
伝
承
及
び
研
究
発
表
を
目
的
と
し

て
開
か
れ
た
こ
の
発
表
会
は
、
こ
と

し
で
二
回
目
と
な
り
ま
す
。

　
今
回
披
露
さ
れ
た
の
は
、
各
地
域

や
愛
好
者
で
組
織
さ
れ
て
い
る
七
団

体
か
ら
、
　
『
天
神
ば
や
し
』
、
　
『
壁

塗
り
お
け
さ
』
な
ど
、
十
八
の
出
し

も
の
で
す
。

　
当
日
は
、
愛
好
者
ら
百
五
十
人
を

超
す
人
が
集
ま
り
、
舞
台
に
大
き
な

声
援
を
贈
っ
た
り
、
盛
ん
に
ビ
デ
オ

カ
メ
ラ
を
ま
わ
し
て
い
ま
し
た
。

野
ロ
芸
能
保
存
会
の
壁
塗
り
お
け
さ



▲納涼力ラオケ大会を実施しました。歌あり、
　踊りあり、老いも若きも一緒になって楽しみ
　ました。（13日　坪山）

▲おみこしを買いました。地域の活性化
　を目指したいと、お披露目をして初担
　ぎ。（15日　高原田）

▲踊りの時間も終わって、さあ、今度はカラオ
　ケの番です。夜店も出てにぎやかに……。

　　　　　　　　　　（15日　室島）
　癒

／
●

，

』鎚9
脚器

難

▲家族総出でお墓参り。お墓の飾りは独特の風習があり
　ます。　（13日　大白倉）

雛
甑

▲「暑いときには逆療法」とばかりに、ソフトボールを

　していい汗をかきました。（15日　沖立）

霧繍
一灘

羅鍵製

　　　　　　騨
輔　　　　灘

鱗

　　蝋
▲家族そろって運動会。汗をかいたあとは冷たい？？……が待
　っています。（15日　伊友）

》
踊
り
手
は
私
た
ち
が
主
役
で
す
。
踊
り

　
疲
れ
た
ら
、
カ
ラ
オ
ケ
に
挑
戦
し
よ
う

　
か
ナ
。
（
1
6
日
　
中
仙
田
）



見てください。この力泳ぶりを

　5年100メートル自由形
①山本有紀（橘）②蔵品絵理（千手）③松崎奈緒子（同）

　6年同

①高橋恵（上野）②清水喜美子（千手）③高橋ルミ子（同）

　5年100メートル平泳ぎ
①小幡佑佳（橘）②水落太恵（上野）③北野亜紀（千手）

　6年同
①佐藤有子（千手）②丸山由加里（同）③大平美穂（橘）

　5年100メートル個人メドレー
①星名冴子（上野）②蔵品絵理（千手）③羽鳥奈緒子（橘）

　6年同
①関口千亜紀（千手）②須藤尚子（橘）③鴫原愛（千手）

　5年25メートルバタフライ
①山本有紀（橘）水落沙織理（同）③小海真由美（上野）

　6年同

町内小学校
親善水泳大会
　　　結果

8月8日
上野小学校プール

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6年同
　　　　　　　　　　　　　　　　　　i①関口千亜紀（千手）②蔵品育美（同）③南雲朝子（同）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　5年50メートルバタフライ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　i①水落沙緒理（橘）②小海明子（千手）③戸田美保子（橘）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　6年同
　　　　　　　　　　　　　　　　　　i①相崎真理子（千手）②佐野千恵望（白倉）③高津京子（橘）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　5年50メートル平泳ぎ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　i①小幡佑佳（橘）②池竹千津子（同）③小海真由美（上野）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　6年同
　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　i①高橋里美（千手）②佐藤有子（同）③丸山由加里（同）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　5年200メートルR
　　　　　　　　　　　　　　　　　　り①柄沢英理子（千手）②佐野千恵望（白倉）③相崎真理子（千手）i①橘A（羽鳥奈穂子・水落沙織理・小幡佑佳・山本有紀）

　5年50メートル自由形　　　　　　　　　　　　　　i②上野A（小海真由美・高橋陽子・古沢麻衣子・星名冴子）

①高橋陽子（上野）②小海明子（千手）③羽鳥奈穂子（橘）　i③千手A（蔵品絵里・野上康代・松崎奈緒子・小海明子）

　6年同　　　　　　　　　　　　　i6年同
①清水喜美子（千手）②高橋恵（上野）③高橋ルミ子（千手）　i①上野（内山綾子、押木恵美・川崎里奈・高橋恵）

　5年50メートル背泳ぎ　　　　　　　　　　　　　　i②千手A（高橋ルミ子・清水喜美子・関口千亜紀・高橋里美）

①星名冴子（上野）②戸田美保子（橘）③高橋陽子（上野）　i③千手B（佐藤奈美子、相崎真理子・柄沢英理子・佐久間美由紀）

　
瓜
周
蓋
瞬
、
地
域
活
縫
雑
懸
灘
灘
ー
趨
翻
灘
簗
揚

矯
．
第
叢
翻
麟
⑳
糊
欝
盤
欝
臨
灘
開
羅
灘
議
欝
羅
、

　
灘
燕
ぽ
、
簿
．
農
協
．
商
董
糞
．
灘
姦
機
馨
．
各

種
の
ダ
辮
ー
プ
が
協
灘
藩
鞍
懸
⑳
で
．
地
域
の
消
費

者
縫
騨
の
特
灘
翻
馨
紹
奔
馨
．
地
発
鐙
消
難
拡
羨
畿

関
係
機
闘
⑳
交
流
を
深
め
葛
蓬
叢
蓬
翻
的
畿
難
懸
行

鯵
燕
羅
懇
爾
で
議
。

　
農
協
糠
産
ダ
羅
ー
雛
離
催
覆
羅
蒸
灘
灘
．
鷺
饗
叢

饗
i
繋
．
籍
鍵
灘
類
。
盤
活
験
善
擦
撫
ー
雛
懇
欝
鋤

驚
欝
舜
馨
・
繋
灘
燐
撚
の
み
譲
“
撰
難
繕
鐵
鑓
灘
繋
薫

鐵
癒
凝
の
手
．
蓼
織
穣
農
撚
旗
溝
彌
董
晶
⑳
緩
恭
郷
斑
．

農
協
婦
戴
部
獲
諜
鑛
欝
．
蓼
裟
嬢
製
講
の
識
鐵
套
襟
麟

が
お
鐙
蒙
馨
蓬
。

　
叢
潅
、
地
発

商
店
漆
鑛
ぽ
衷

料
、
環
欄
雑
貨
．

食
晶
癒
ゼ
離
櫨
　
　
憲
、
・
、

安
緯
販
売
慈
糀
　
　
　
　
　
＝
難
懸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

諜
鯵
癒
．
　
　
　
　
　
　
、
p
　
　
　
　
鞭

耀
警
懇
講
懸
　
　
　
難
・
欝
識

縷
灘
藩
の
叢
映
　
　
　
　
　
．
縣
　
鱗
、

や
、
ゲ
ー
滋
．

風
船
の
麟
ー
藍
　
　
　
　
、
－
　
　
　
繍

鰭
灘
－
騰
．
襲

難
犬
馨
び
、
楽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
購

態
塗
環
登
過

謬
秘
諜
態
羅
、
　
　
大
人
も
子
ど
も
も
、
そ
れ
ぞ
れ
気

　
　
　
　
　
　
　
　
に
入
っ
た
場
所
で
楽
し
み
ま
し
た

’
舞

堕ガ2

直
滲

⑤



【男子】

　5年200メートルメドレーR
①千手A（小野塚拓也、高橋伸一、清水剛、渡辺洋平）

②千手B（井上吉典、片桐健太、高橋清、高橋麗史）

③上野（今井尚徳、沢口晋、清水利光、小柳直哉）

　6年同

①橘A（大久保雅基、滝井工、山本章人、佐藤貴之）

②千手A（清水俊樹、星名茂星名力成、相崎貢一）

③千手C（星名清貴、清水一、沢潟誠也、高橋宰）

　5年100メートル自由形
②高橋麗史（千手）②関口勝彦（橘）③清水剛（千手）

　6年同

①高橋宰（千手）②相崎貢一（同）③田中善仁（橘）

　5年100メートル平泳ぎ
①高橋伸一（千手）②片桐健太（同）③丸山亮太朗（橘）

　6年同

①星名茂（千手）②清水一（同）③水落孝一（橘）

　5年100メートル個人メドレー
①五十川徳倫（干手）②今井尚徳（上野）③五十嵐竜也（橘）

6年同
①柄沢大輔（千手）②清水俊樹（同）

5年25メートルバタフライ
①小野塚拓也（千手）②山口淳史（橘）③川崎康平（千手）

6年同
①山本章人（橘）②清水康仁（上野）③星名力成（千手）

　5年50メートル自由形
①渡辺洋平（千手）②清水剛（同）③佐藤忍（同）

　6年同
①清水康仁（上野）②星名力成（千手）③小熊敦剛（上野）

　5年50メートル背泳ぎ
①小野塚拓也（千手）②山口貴志（橘）③大久保貴之（同）

　6年同
①清水俊樹（千手）②大久保雅基（橘）③星名清貴（千手）

　5年50メートルバタフライ
①五十川徳倫（千手）②渡辺洋平（同）③五十嵐勝行（橘）

　6年同
①山本章人（橘）②藤巻和人（同）③星名康宏（千手）

　5年50メートル平泳ぎ

めざせ、将来のオリンピック選手

①高橋伸一（千手）②長谷川正和（仙田）③片桐健太（千手）

　6年同

①小熊敦剛（上野）②星名茂（千手）③滝井工（橘）

　5年200メートルR
①千手A（小野塚拓也、高橋麗史、高橋伸一、渡辺洋平）

②橘A（山口貴志、大久保貴之、五十嵐竜也、関口勝彦）

③千手B（清水剛、高橋清、佐藤忍、井上吉典）

i　6年同
ロ

i①千手A（星名力成、相崎貢一、村山正浩、高橋宰）
じ

i　②橘A（滝井工、田中善仁、水落孝一、山本章人）
ロ

i③千手B（柳清輝、南雲敏之、星名茂、柄沢大輔）
：

：

り

i【女子】
ヨ
し

i　5年200メートルメドレーR
じ

1①橘（戸田美保子、小幡佑佳、山本有紀、羽鳥奈穂子）

i②千手A（松崎奈緒子、北野亜紀、小海明子、蔵品絵里）
コ

i　③千手B（柳香織、数藤杏子、野上康代、小川朋美）
じ

i　6年同
コ

i①千手A（関口千亜紀、高橋ルミ子、相崎真理子、清水喜美子）

i②千手B（蔵品育美、丸山由加里、柄沢英理子、高橋里美）
ぽ

1③千手C（佐藤奈美子、佐藤有子、佐久間美由紀、羽鳥由香里）

⑳

　
　
　
　
　
　
　
　
八
月
十
五
日
、
野
口
大
原
地
区
の

　
　
　
　
　
　
　
開
発
二
十
周
年
を
記
念
し
て
、
記
念

　
　
　
　
　
　
　
碑
の
建
立
除
幕
と
記
念
式
典
が
、
大

　
　
．
．
　
　
　
　
原
の
現
地
と
橘
小
学
校
体
育
館
で
実

　
　
　
　
　
　
　
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
器
　
　
　
　
　
同
地
区
は
、
明
治
二
十
二
年
（
一

　
　
藷
　
　
　
　
八
八
九
）
こ
ろ
開
拓
の
ク
ワ
が
打
ち

　
識
　
　
　
　
降
ろ
さ
れ
、
豪
農
の
手
に
よ
っ
て
開

　
　
　
　
　
　
　
田
計
画
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

　
　
　
　
　
　
　
実
現
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
　
　
灘
　
　
　
　
さ
ら
に
、
太
平
洋
戦
争
直
後
、
戦

　
　
　
　
　
　
　
争
か
ら
引
き
上
げ
た
若
者
を
中
心
に

　
　
い
し
て
開
拓
に
再
度
取
り
組
み
ま
し
た

　
　
軸
う
　
　
　
が
、
壁
は
厚
く
成
就
で
き
ま
せ
ん
で

　
　
ぎ
　
　
　
し
た
。

　
　
ね
　
　
　
　
そ
の
後
、
昭
和
四
十
四
年
に
再
び

　
　
労
　
　
　
　
挑
戦
し
、
翌
四
十
五
年
に
よ
う
や
く

　
　
苦
　
開
発
晟
功
瀦
工
費
五
千
吉
万

　
　
　
　
　
　
　
円
を
か
け
て
　
四
十
四
ヘ
ク
タ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鋤
の
大
き
な
ほ
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘
を
誕
生
さ
せ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と
が
で
き
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘
鑛
　
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
讐
　
記
念
碑
は
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
農
家
が
傾
け
た

　
　
　
　
　
　
　
．
，
甲
睡
凝
翻
辮
齢
顯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
と
、
同
地
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
尉
．
き
　
　
　
　
・
の
農
家
で
作
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
懸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
十
周
年
記
念

響　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
式
典
実
行
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

購
，
　
、
、
．
灘
隔
酸
鰭
翻

当
時
の
開
拓
青
年
た
ち
も
祝
う
。
　
立
し
た
も
の
で
す
。

記
念
碑
の
除
幕
式



渋
海
川
の
洪
水
と
開
田

　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
金
　
子
　
幸
　
作

　
岡
村
様
に
お
答
え

岩
瀬
の
観
音
様
が
小
国
原
へ
流
失

し
た
年
代
に
つ
い
て
、
先
月
号
に
岡

村
ふ
じ
江
様
の
ご
質
問
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
こ
に
「
渋
海
川
の
は
ん
ら
ん
」

を
特
集
し
て
お
答
え
と
し
ま
す
。

　
「
あ
る
青
年
会
の
記
録
」
は
休
ま

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ゆ
る
や
か
に
流
れ
た

　
渋
海
川
は
、
魚
沼
層
群
の
地
層
を

V
字
形
に
侵
食
し
て
、
地
す
べ
り
の

多
い
仙
田
地
内
を
屈
曲
貫
流
す
る
。

こ
の
流
域
に
散
在
す
る
お
も
な
集
落

は
、
江
戸
時
代
前
期
ま
で
に
発
生
し

た
、
大
規
模
な
土
砂
く
ず
れ
の
跡
に

か
つ
て
岩
瀬
の
渡
し
場
が
あ
っ
た

と
い
わ
れ
る
向
島
門
右
方
に
赤
岩

小
学
校
が
あ
っ
た

居
を
構
え
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
、

　
徳
治
元
年
（
二
二
〇
六
）
の
洪
水

で
、
室
島
の
新
浮
海
川
本
神
社
御
神

体
が
流
出
す
る
（
小
国
町
史
）
。
当

時
の
渋
海
川
は
、
河
床
が
高
く
て
川

幅
も
広
い
。
小
脇
か
ら
室
島
に
入
る

と
八
幡
社
の
す
そ
を
囲
み
、
曲
折
し
、

そ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
し
ぶ
ち

外
ノ
島
を
経
て
葭
渕
に
出
る
。

　
中
仙
田
は
旧
役
場
の
裏
山
を
回
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど

仲
町
か
ら
関
川
屋
前
、
新
屋
敷
、
土

を
流
れ
て
大
門
原
の
南
ふ
も
と
に
至

り
、
郵
便
局
付
近
で
越
ケ
沢
に
向
か

》
つ
。

　
が
ん
　
だ

　
蟹
田
に
入
る
と
、
童
子
ケ
島
か
ら

山
中
ト
ン
ネ
ル
下
、
赤
谷
薬
師
の
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
び
　
わ

も
と
ツ
ブ
ラ
の
山
す
そ
を
経
、
枇
杷

島
（
安
永
二
年
〈
一
七
七
三
〉
登
坂

氏
が
瀬
替
え
着
工
）
の
す
そ
を
巡
る
。

岩
瀬
の
ム
ラ
な
か
で
沢
入
川
を
吸
い

眼
医
者
屋
敷
の
真
下
を
北
に
曲
が
り
、

松
笠
山
の
ふ
も
と
を
ゆ
る
く
流
れ
、

わ
ら
び蕨

島
を
経
て
小
国
へ
下
っ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。

　
川
を
止
め
た
地
す
べ
り

　
こ
の
流
れ
を
、
岩
瀬
地
内
で
大
き

く
変
え
た
の
は
、
慶
安
三
年
（
一
六

五
〇
）
七
月
の
大
豪
雨
で
あ
る
（
岡

村
様
の
母
ヨ
シ
様
ご
生
前
の
話
）
。

　
盆
の
水
を
こ
ぼ
す
よ
う
な
大
雨
が

　
　
　
　
　
　
　
　
い
え
な
し

三
日
も
降
り
続
き
、
村
中
の
対
岸
上

方
に
位
し
た
丸
池
が
崩
れ
て
渋
海
川

を
せ
き
止
め
る
。
イ
カ
ガ
リ
（
大
洪

水
）
は
松
代
の
犬
伏
ま
で
よ
ど
み
、

川
筋
の
民
家
は
こ
と
ご
と
く
水
中
に

没
す
る
。

　
岩
瀬
は
パ
ニ
ッ
ク
状
態
と
な
っ
た

が
、
ム
ラ
の
衆
は
水
が
引
い
た
あ
と

の
泥
土
を
掘
り
起
こ
し
、
万
治
二
年

（
一
六
五
九
）
に
岩
瀬
新
田
の
成
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ん
で
ん
だ

を
み
る
。
旧
川
敷
き
に
「
新
田
田
」

の
名
が
つ
き
、
押
し
出
し
た
土
砂
の

山
は
「
惣
曝
」
と
呼
ば
れ
る
・

　
観
立
目
様
を
流
失

　
あ
ふ
れ
た
濁
流
は
、
上
ミ
（
登
坂

総
本
家
、
岡
村
様
の
生
家
）
脇
の
低

地
に
は
け
口
を
求
め
、
こ
の
と
き
馬

頭
観
音
像
が
堂
宇
と
共
に
流
失
す
る
。

後
日
、
漂
着
し
た
観
音
様
を
相
野
原

の
東
田
中
家
で
拾
っ
た
と
聞
き
、
岩

瀬
の
有
志
が
引
取
り
に
行
く
が
返
し

て
も
ら
え
な
い
。
中
里
観
音
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
ん

現
地
に
祭
ら
れ
た
た
め
、
上
ミ
の
丹

な

那
が
新
規
に
観
音
像
を
寄
進
し
、
ム

ラ
の
衆
は
そ
の
慈
悲
に
す
が
る
。

　
元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）
に
岩
瀬

を
尋
ね
た
水
月
鳳
仙
聖
（
智
泉
寺
住

職
）
が
、
　
「
人
心
夜
の
ま
に
か
わ
る

飛
鳥
川
、
渕
は
岩
瀬
と
な
る
も
夢
の

間
」
と
詠
ん
で
妻
有
百
三
十
三
番
の

九
十
五
番
霊
場
と
す
る
。

　
八
月
二
十
三
日
が
例
祭
で
あ
っ
た

が
、
日
照
り
の
年
で
も
こ
の
日
は
雨

が
降
り
、
　
「
岩
瀬
の
泣
き
地
蔵
」
と

信
仰
さ
れ
て
御
利
益
が
あ
ま
ね
く
。

　
川
敷
き
に
新
田
つ
く
る

　
岩
瀬
と
同
様
の
地
す
べ
り
は
赤
谷

じ
ょ
ん
ば
　
し
き

十
二
屋
敷
の
真
向
か
い
、
山
中
ト
ン

　
　
　
　
　
ゆ
　
ぶ

ネ
ル
入
口
の
湯
歩
、
小
林
木
工
宅
上

方
の
白
爪
、
室
島
八
幡
社
対
岸
の
山

口
等
に
も
発
生
し
、
い
ず
れ
も
渋
海

川
を
せ
き
止
め
て
村
人
た
ち
を
苦
し

め
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
川
敷
き

が
新
田
に
開
発
さ
れ
る
と
、
こ
う
し

た
天
災
に
ヒ
ン
ト
を
得
て
人
工
の
瀬

替
工
事
も
盛
ん
に
行
わ
れ
、
検
地
の

た
び
に
田
の
面
積
が
増
加
し
て
い
く
。

　
岩
瀬
新
田
の
で
き
た
こ
ろ
か
ら
、

渋
海
川
流
域
の
随
所
で
、
川
敷
き
が

新
田
に
開
田
さ
れ
た
記
録
が
残
っ
て

い
る
（
中
仙
田
・
南
雲
家
文
書
）
。

　
明
暦
二
年
（
一
六
五
五
）
に
中
仙

田
新
田
が
成
立
。
万
治
二
年
に
は
小

脇
に
も
新
田
が
で
き
る
。
万
治
三
年

に
赤
谷
新
田
が
成
立
。
寛
文
六
年
（
一

六
六
六
）
に
は
大
貝
新
田
成
立
。

　
中
仙
田
の
諏
訪
社
に
鎮
座
す
る
石

像
は
、
享
保
年
中
（
一
七
一
六
～
三

六
）
に
瀬
替
え
工
事
の
安
全
を
祈
っ

て
建
立
さ
れ
た
地
蔵
菩
薩
で
あ
る
。

諏
訪
様
を
囲
む
渋
海
川
敷
き
は
、
じ

つ
に
三
十
余
年
の
歳
月
を
か
け
て
、

宝
暦
六
年
（
一
七
五
六
）
に
三
町
一

反
歩
（
約
三
・
一
診
）
の
新
田
を
成

立
さ
せ
て
く
れ
る
。

　
古
道
を
た
ど
る

　
明
和
九
年
（
一
七
七
二
）
に
は
、

中
仙
田
に
一
町
七
反
歩
（
約
マ
七
診
）

の
新
田
が
で
き
る
。
こ
の
年
九
月
に
、

仙
田
村
庄
屋
治
左
工
門
が
出
雲
崎
御

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
ち

役
所
へ
差
し
出
し
た
「
仙
田
之
谷
道

の
り法

書
上
帳
」
に
次
の
記
載
が
あ
る
。

　
中
仙
田
村
よ
り
赤
谷
村
を
経
て
岩

瀬
村
迄
壱
里
弐
拾
町
（
約
六
・
ニ
キ

ロ
）
程
、
比
間
に
峠
二
つ
、
渋
海
川

の
舟
渡
し
三
ケ
所
、
猿
ケ
鼻
と
申
す

希
代
の
難
所
御
座
候
。

　
こ
の
道
を
た
ど
っ
て
岩
瀬
へ
出
る

に
は
、
中
仙
田
か
ら
舟
で
越
ケ
沢
入

口
に
渡
り
、
猿
ケ
鼻
の
ヘ
ツ
リ
を
足

場
伝
い
に
蟹
田
へ
登
っ
て
赤
谷
へ
降

り
る
。
船
場
の
渡
し
で
茶
屋
の
前
へ

　
　
さ
い

出
、
塞
ノ
神
か
ら
赤
岩
峠
を
越
え
て

十
二
田
の
岩
瀬
本
村
へ
降
り
、
舟
で

み
け
え
し
ま

向
島
へ
渡
っ
て
ム
ラ
に
入
る
。

　
母
な
る
渋
海
川
だ
っ
た

　
中
仙
田
地
内
は
以
後
も
新
田
開
発

が
続
き
、
文
政
四
年
（
一
△
二
）

に
一
町
四
畝
（
約
一
・
〇
四
診
）
、

天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
）
に
一
町

八
反
歩
（
約
一
・
八
診
）
の
新
田
が

で
き
る
。
こ
の
開
田
ブ
ー
ム
は
幕
末

か
ら
明
治
、
大
正
へ
と
村
の
全
域
に

広
が
り
、
昭
和
二
十
七
年
に
上
の
島

で
最
後
の
瀬
替
え
開
田
が
行
わ
れ
る
。

　
瀬
替
え
後
の
流
路
は
、
曲
り
く
ね

っ
た
ウ
ナ
ギ
に
ク
シ
を
刺
し
た
よ
う

に
変
わ
り
、
河
床
は
激
し
く
沈
下
し

て
い
く
。
川
敷
き
を
美
田
に
変
え
た

時
代
の
渋
海
川
は
、
魚
も
豊
富
で
、

村
人
た
ち
の
母
な
る
川
で
あ
っ
た
。

⑳
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0国勢調査
　　平成2年10月1日（月）

　総務庁統計局　　川　西　町

数字から　描く日本の　ゆめ・みらい

　
十
月
一
日
、
全
国
い
っ
せ
い
に
国

勢
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
国
勢
調
査
の
結
果
は
、
福
祉
・
雇

用
・
住
宅
対
策
な
ど
、
国
や
都
道
府

県
・
市
町
村
の
行
政
に
利
用
さ
れ
ま

（敬称略）国勢調査員名簿

す
。

　
調
査
の
対
象
は
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
日
本
に
住
ん
で
い
る

す
べ
て
の
方
で
す
。

　
九
月
二
十
三
日
か
ら
三
十
日
ま
で

の
間
に
、
調
査
員
が
世
帯
ご
と
に
調

査
票
を
配
布
し
ま
す
。
漏
れ
な
く
、

正
確
に
記
入
く
だ
さ
い
。

　
ご
記
入
い
た
だ
い
た
調
査
票
は
、

十
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
の
間
に
、

調
査
員
が
集
め
に
伺
い
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

〈
調
査
票
の
取
り
扱
い
に
は
〉

●
汚
し
た
り
、
折
っ
た
り
、
丸
め
た

り
、
破
い
た
り
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

〈
調
査
票
に
記
入
す
る
際
は
〉

●
必
ず
黒
エ
ン
ピ
ツ
で
記
入
し
て
く

　
だ
さ
い
。

●
答
え
を
マ
ー
ク
で
記
入
す
る
箇
所

　
は
、
わ
く
内
に
太
く
、
濃
く
、
は

　
っ
き
り
と
横
線
を
記
入
し
て
く
だ

　
さ
い
。

●
文
字
や
数
字
で
答
え
る
と
こ
ろ
は
、

わ
く
内
（
口
U
）
か
ら
は
み
出

　な

い
よ
う
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

●
書
き
間
違
え
た
場
合
は
、
消
し
ゴ

　
ム
で
き
れ
い
に
消
し
て
か
ら
正
し

く
記
入
し
な
お
し
て
く
だ
さ
い
。

名員査調

貢
夫
夫
利
子
ヨ
昇
正
雄
昇
夫
郎
篤
ダ
子
郎
策
譲
一
博
弘
力
男
一
六
夫
吾
一
強
一
夫

　
　
　
　
利
ル
　
　
　
　
　
　
太
　
　
　
　
一

　
和
一
直
代
ハ
　
　
　
和
　
　
一
惣
由
サ
照
新
新
　
　
昭
　
康
　
　
一
栄
壮
盛
金
正
　
健
武

木
山
島
山
海
雲
幡
崎
田
日
口
沢
沢
野
嵐
津
山
山
村
雲
林
橋
喜
藤
橋
橋
川
坂
村
中
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十

押
丸
大
西
小
南
小
山
戸
春
井
野
野
滋
五
根
丸
丸
木
南
小
高
斎
佐
高
高
小
登
中
田
鴫

名内町当担

町
田
　
　
田
岸
領
落
崎
辛
田
　
　
　
日
　
　
　
田
深
原
田
　
　
　
島
　
　
脇
倉
戸
谷
倉
倉
倉
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
　
　
　
の

新
”
新
根
　
ケ
　
〃
〃
　
〃
〃
　
　
仙
〃
〃
　
〃
　
　
　
・
白
白
ま

　
町
　
平
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀬
　
　
か

元
新
　
　
下
小
三
木
寺
塩
仁
　
　
　
野
　
　
　
原
根
下
中
　
　
　
室
　
　
小
高
田
赤
岩
大
小
な

名員査調

江
工
勝
己
和
則
夫
幸
子
夫
一
守
作
文
郎
一
夫
一
男
久
一
武
子
平
子
強
雄
夫
晋
郎
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
子
　
　
　
太

鈴
チ
　
　
一
利
正
岩
直
容
健
銀
久
伊
博
三
文
芳
健
幸
和
藤
　
　
京
武
幸
　
　
与
晴
　
　
徳
孝

沢
川
橋
藤
水
落
品
雲
橋
山
橋
雲
崎
辺
海
水
林
名
雲
沢
名
山
山
村
品
辺
熊
村
沢
井
木

相
市
高
数
清
水
蔵
南
高
丸
高
南
相
田
小
清
小
星
南
柄
星
村
村
中
蔵
渡
小
上
松
今
押

名内町当担

町
　
　
田
西
東
町
　
　
町
兼
寺
町
町
町
町
町
敷
尾
島
　
　
立
友
田
　
　
山
条
吉
野
　
　
　
　
町

　
　
　
通
通

島
〃
野
所
所
　
　
〃
日
郎
善
　
　
央
中
社
校
屋
　
　
　
〃
　
　
　
原
〃
　
　
　
　
　
〃
〃
〃

　
　
　
電
電

中
　
　
山
発
発
栄
　
　
朝
四
東
上
中
田
神
学
中
寺
木
　
　
沖
伊
高
　
　
坪
霜
鶴
上
　
　
　
　
元

　
か
つ
て
は
「
人
生
五
十
年
」
、
し

か
し
現
在
、
日
本
は
世
界
一
の
長
寿

国
と
な
り
「
人
生
八
十
年
」
と
い
わ

れ
ま
す
。
子
供
が
結
婚
し
て
独
立
し
、

自
分
が
退
職
し
た
後
も
、
今
で
は
十

五
年
か
ら
二
十
年
ぐ
ら
い
の
人
生
が

あ
る
わ
け
で
す
。

　
一
般
的
に
い
っ
て
、
お
年
寄
り
は

年
齢
と
と
も
に
社
会
と
の
つ
な
が
り

が
薄
れ
、
家
庭
内
で
の
役
割
も
少
な

く
な
っ
て
き
ま
す
。
ま
し
て
や
、
健

康
・
体
力
と
い
っ
た
面
は
自
信
を
失

っ
て
い
く
も
の
で
す
。
そ
の
結
果
、

生
き
る
目
的
を
見
失
っ
て
し
ま
う
お

年
寄
り
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
で
は
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
で
し

ょ
う
。
第
一
に
は
、
老
人
福
祉
の
充

実
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
も
う
一
つ
！

そ
れ
は
長
く
な
っ
た
老
後
の
人
生
を

健
康
に
過
ご
し
、
い
か
に
「
生
き
が

い
」
の
あ
る
も
の
に
し
て
い
く
か
を

考
え
、
実
践
す
る
お
年
寄
り
自
身
の

積
極
的
な
姿
勢
で
す
。
そ
し
て
、
そ

れ
は
お
年
寄
り
だ
け
の
課
題
で
は
な

く
、
私
達
み
ん
な
の
課
題
な
の
で
す
。

　
よ
く
、
生
き
生
き
と
し
て
い
る
お

年
寄
り
に
は
共
通
点
が
あ
る
と
い
わ

れ
ま
す
。
そ
れ
は
、
好
奇
心
が
盛
ん

で
、
友
達
が
多
く
、
家
庭
や
地
域
社

4

会
の
中
で
役
割
を
担
い
、
人
生
の
基

本
方
針
を
持
っ
て
い
る
、
と
い
っ
た

こ
と
で
す
。
し
か
し
ご
れ
ら
は
、
す

ぐ
に
そ
う
し
よ
う
と
し
て
も
簡
単
に

は
で
き
ま
せ
ん
。
や
は
り
、
自
分
の

目
的
意
識
を
は
っ
き
り
持
っ
た
生
き

方
を
、
ふ
だ
ん
か
ら
心
が
け
る
こ
と

が
肝
心
で
し
ょ
う
。

気分すっきりレクリェーションコース
　　（6．29総合休育館）

　
町
で
は
、
高
齢
者
人
材
活
用
事
業

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
、
公
民
館
事
業
の
地
区
高
齢
者

学
級
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
・
盆
栽
　
』

・
手
芸
教
室
が
お
こ
な
わ
れ
、
多
数

の
皆
さ
ん
が
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
身
近
に
あ
る
学
習
の
機

会
を
有
効
に
利
用
し
た
り
、
地
域
社

会
の
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
た
り

す
る
こ
と
が
、
生
き
が
い
や
充
実
し

た
老
後
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
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謹…襯饗
心でまちを

八
月
五
日
早
朝
、
各
町
内
や
主
要

道
路
な
ど
で
、
一
斉
に
ク
リ
ー
ン
大

作
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
活
動
は
、
”
思
い
や
り
と
親

切
が
い
っ
ば
い
の
町
に
“
と
い
う
町

民
憲
章
の
精
神
を
ふ
ま
え
て
、
ゴ
ミ

を
拾
う
と
い
っ
た
小
さ
な
行
動
か
ら

思
い
や
り
の
心
を
育
て
た
い
。
ま
た

ゴ
ミ
を
拾
て
な
い
、
汚
さ
な
い
と
い

う
環
境
美
化
の
精
神
を
育
て
よ
う
と

い
う
、
青
少
年
育
成
町
民
ム
、
耳
議
の
呼

び
か
け
で
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

こ
と
し
で
八
回
目
と
な
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
、
ゴ

親
子
で
参
加
し
ま
し
た

　
　
　
　
　
（
新
町
新
田
で
）

一ロ9ロ9一■9■，ロ，0口欄瞳一鱒一一ロ■鰯■じ■D■9一ロ，■9一一〇馴，ロ00ロ9ロD一ロ■pOOO■D一■9一ロー－働一ロ幽■90■疇■9一一■●00■900一一96ロー一一
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鐵

ミ
袋
を
持
っ
た
親
子
連
れ
や
、
町
内

の
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
が
一
緒

に
な
っ
て
清
掃
を
し
て
い
る
様
子
が

あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
見
か
け
ら
れ
ま
し

た
。

　
道
路
脇
の
空
き
缶
拾
い
や
側
溝
清

掃
、
公
園
の
清
掃
な
ど
、
各
町
内
で

の
主
体
的
な
活
動
が
、
す
っ
か
り
定

着
し
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。r「首汽暇茗▽＼

★秋の道心のゆとりゆずりあい★

5
年
水
落
太
恵
さ
ん

1年清水恵子さん

〈
上
野
小
学
校
1

秋の

交通安全

　　　運動
9月21日（金）

　　～30日（日）

ゆヒ、）

3
年
上
村
智
恵
さ
ん

5年高橋陽子さん

3
年
水
品
早
絵
さ
ん

3年高橋理恵さん

1
年
押
木
卓
哉
君

（10月号は橘小学校です）



ム
圃
圖
團

囲
函
回
▽

ブ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
紹
介

毎
年
洪
水
の
よ
う
に
発
行
さ
れ
る

子
供
の
本
（
年
間
約
二
千
六
百
点
）

に
ど
う
対
処
し
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

あ
ま
り
に
も
多
い
出
版
量
に
、
何
を

読
ん
だ
ら
よ
い
か
迷
っ
て
し
ま
う
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
こ
で
、
子
供
の
本
の
研
究
者
や

各
種
団
体
が
、
そ
れ
ぞ
れ
良
書
を
選

定
し
発
表
し
て
い
る
リ
ス
ト
が
あ
る

の
で
、
定
評
の
あ
る
も
の
を
紹
介
し

て
み
ま
す
。

◇
よ
い
絵
本
　
全
国
学
校
図
書
館
協

　
　
　
　
　
　
議
会
編

　
毎
年
一
回
十
月
発
行
さ
れ
、
全
国

姜
目

　
一
般
寄
付

須
藤
憲
二
（
下

広
報
発
行
に

意（
敬
称
略
）

原
）
　
＋
万
円

青
木
　
良
三
（
川
口
市
）
　
二
万
円

佐
藤
　
良
治
（
三
条
市
）
　
一
万
円

小
川
　
増
蔵
（
三
浦
市
）
　
五
千
円

匿
名
希
望
（
東
久
留
米
市
）
九
千
円

の
図
書
館
実
践
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
通
じ
て
絵
本
が
厳
選
さ
れ
て
い
る
。

解
説
も
よ
く
、
絵
本
を
個
人
で
選
ぼ

う
と
す
る
に
は
最
適
の
リ
ス
ト
。

◇
何
を
ど
う
読
ま
せ
る
か

　
　
　
全
国
学
校
図
書
館
協
議
会
編

　
小
学
校
は
、
低
・
中
・
高
別
の
三

冊
、
ほ
か
に
中
学
、
高
校
別
二
冊
。

　
こ
の
リ
ス
ト
は
、
読
書
の
主
題
を

お
さ
え
た
体
系
的
指
導
と
、
読
書
に

よ
る
人
間
形
成
の
二
つ
の
大
き
な
柱

を
立
て
て
編
集
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

ま
ま
、
各
学
校
で
必
読
図
書
と
し
て

採
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

そ
の
他
参
考
リ
ス
ト
ブ
ッ
ク

◇
え
ほ
ん
　
子
ど
も
の
た
め
の
三

　
〇
〇
冊
　
　
　
　
草
土
文
化
社

◇
ど
の
本
よ
も
う
か
な
？
　
一
九

　
〇
〇
冊
　
　
　
　
　
　
国
土
社

◇
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
．
ン
　
子
ど
も

　
の
本
九
〇
〇
冊
　
　
　
一
声
社

「
新
潟
」
の
文
字
に
も

　
　
　
懐
郷
の
思
い

川
ロ
市
青
木
良
三
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
田
戸
出
身
）

二
度
と

　
戦
争
は
す
る
な

三
条
市
佐
藤
良
治
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
霧
谷
出
身
）

　
前
略
毎
日
暑
い
日
が
続
い
て
い

ま
す
。
皆
様
に
は
職
務
に
精
励
の
こ

と
と
お
察
し
申
し
上
げ
ま
す
。

　
去
年
の
八
月
か
ら
「
広
報
か
わ
に

し
」
を
送
っ
て
い
た
だ
き
、
故
郷
の

事
が
よ
く
分
か
る
よ
う
に
な
り
、
感

謝
し
て
い
ま
す
。
道
路
、
橋
、
ト
ン

ネ
ル
、
そ
の
他
二
十
五
年
前
と
は
比

べ
も
の
に
な
り
ま
せ
ん
。
素
晴
ら
し

　
残
暑
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

厳
し
い
暑
さ
の
中
を
、
お
元
気
に
、

ご
活
躍
の
由
、
心
か
ら
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。
長
い
間
、
絶
え
間
な
く

広
報
を
お
送
り
い
た
だ
き
、
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
長
年
住
み
慣
れ
た
故
郷
は
懐
か
し

く
「
新
潟
」
の
文
字
さ
え
も
懐
か
し

い
思
い
で
す
。
と
き
ど
き
映
る
テ
レ

ビ
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
記
事
も
、
改
め

て
目
を
見
張
っ
て
い
ま
す
。

　
私
も
、
転
居
以
来
二
十
余
年
、
ず

い
ご
発
展
に
、
心
か
ら
お
喜
び
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　
き
ょ
う
八
月
六
日
は
広
島
原
爆
の

日
で
す
。
四
十
五
年
前
は
、
ま
さ
に

生
と
死
の
年
で
し
た
。
テ
レ
ビ
を
見

て
頭
が
下
が
り
ま
す
。

　
六
月
十
日
歩
兵
第
百
十
六
連
隊
の

合
同
慰
霊
祭
が
、
新
潟
の
護
国
神
社

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
四
年
に
一
度
く

ら
い
し
か
参
列
し
ま
せ
ん
が
、
千
二

百
人
ほ
ど
集
ま
り
ま
し
た
。
一
中
隊

か
ら
十
二
中
隊
ま
で
三
個
大
隊
の
連

隊
本
部
で
す
。

　
四
年
前
は
、
さ
ほ
ど
気
が
付
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
今
回
は
、
み
な
さ

ん
の
頭
が
白
く
な
り
、
腰
が
曲
が
り
、

老
眼
鏡
を
か
け
、
互
い
に
年
の
積
み

重
ね
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
中
国
大
陸
の
最
前
戦
部
隊
と
し
て
、

ま
た
、
南
方
戦
と
し
て
引
き
回
さ
れ

た
こ
ろ
は
、
二
十
代
か
ら
一
二
十
代
止

ま
り
で
し
た
。
そ
れ
が
今
で
は
六
十

七
歳
く
ら
い
か
ら
七
十
歳
、
八
十
歳

と
な
っ
た
、
当
時
の
生
き
残
っ
た
戦

友
た
ち
の
姿
で
し
た
。

　
大
橋
監
事
の
開
式
の
あ
い
さ
つ
に

始
ま
り
う
久
し
ぶ
り
で
「
君
が
代
」

を
斉
唱
し
ま
し
た
。
片
山
会
長
の
祭

文
奉
上
で
は
、
中
国
上
陸
以
来
、
終

戦
ま
で
の
戦
闘
を
事
細
か
に
話
さ
れ
、

感
泣
し
ま
し
た
。

　
私
は
、
第
一
歩
兵
砲
で
し
た
の
で
、

そ
の
隊
は
弥
彦
で
一
泊
、
昔
を
語
り

合
い
ま
し
た
。
私
た
ち
の
青
春
は
、

戦
争
に
始
ま
り
、
神
と
奉
ら
れ
た
戦

死
者
を
残
し
て
終
わ
り
で
し
た
。

　
戦
後
四
十
五
年
、
今
の
世
は
何
不

自
由
な
く
、
物
の
豊
か
な
日
本
国
と

な
り
ま
し
た
。
二
度
と
戦
争
は
や
っ

て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
私
事
を
つ
づ
り
、
失
礼
し
ま
し
た
。

広
報
の
送
料
と
同
発
行
費
用
を
わ
ず

か
ば
か
り
同
封
し
ま
し
た
。
お
納
め

く
だ
さ
い
。

っ
と
老
人
会
の
役
員
を
し
て
、
一
回

も
休
ま
ず
勤
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

で
も
、
年
齢
に
は
勝
て
ず
、
こ
と
し

は
辞
職
し
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
毎

月
の
広
報
を
何
よ
り
の
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。

　
真
っ
先
に
目
に
す
る
戸
籍
面
の
ご

昇
天
な
さ
い
ま
し
た
方
々
を
悼
み
、

お
め
で
た
の
数
々
を
、
く
ま
な
く
読

ま
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
私
た
ち
の
住
ん
で
い
た
当
時
と
は

ち
が
い
、
時
代
の
進
歩
と
と
も
に
、

近
代
施
設
が
と
と
の
っ
て
い
ま
す
。

年
に
一
度
訪
れ
る
故
郷
の
様
子
に
、

目
を
見
配
る
ば
か
り
で
す
。

　
大
変
失
礼
と
は
存
じ
ま
す
が
、
心

ば
か
り
を
同
封
し
ま
し
た
。
広
報
発

行
の
一
助
に
お
使
い
く
だ
さ
い
。

　
町
職
員
の
皆
々
様
、
暑
さ
に
負
け

ず
川
西
町
発
展
の
た
め
に
、
一
層
ご

尽
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

　
く
れ
ぐ
れ
も
、
ご
一
同
様
に
よ
ろ

し
く
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

⑳
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哲

せ
い
子

健
　
一

文
　
江

裕
　
基

理
江
子

正
　
樹

久
美
子

賢
　
一

朝
　
子

信
　
芳

真
理
子

三
男
木
落

長
女
小
白
倉

長
女
岩
瀬

三
男
朝
日
町

二
男
新
町
新
田

長
男
発
電
所
通
り
東

織
．
、
鑛
．
小
わ
響

　
　
　
　
　
　
　
太
田
白
南
風
選

○
水
打
て
ば
玉
と
こ
ろ
が
る
土
白
し

　
病
む
父
の
背
中
に
団
扇
風
や
さ
し

　
　
　
　
　
小
白
倉

○
出
来
ば
え
も
水
も
豊
か
に
稲
の
花

　
野
仏
に
供
え
し
秋
の
は
し
り
花

　
　
　
　
　
　
大
倉
　
中
条
　
石
平

　
妙
高
寺
石
段
高
し
油
照
り

　
　
　
　
　
　
霜
条
星
名
星
光

　
台
風
の
近
付
い
て
い
る
雲
の
峰

　
　
　
　
　
　
岩
瀬
　
小
川
　
益
栄

　
新
盆
の
父
の
遺
影
の
笑
み
給
う

　
　
　
　
　
　
赤
谷
　
登
坂
酔
月

　
秋
海
巣
蕾
紅
濃
く
ふ
く
ら
み
ぬ

　
　
　
　
　
　
仁
田
　
小
幡
し
ん
女

　
笹
の
葉
に
す
っ
ぽ
り
包
み
盆
の
餅

　
　
　
　
　
　
足
立
区
駒
形
頼
太

百
合
の
香
の
漂
う
峠
道
の
ぼ
る

江
口
み
ゆ
き
捨
て
水
を
菊
に
か
け
や
り
雨
を
待
つ

　
　
　
　
　
孫
と
居
て
西
瓜
も
う
ま
し
盆
の
月

　
　
　
　
　
棒
だ
ら
を
食
べ
て
祭
の
過
ぎ
に
け
り

　
　
　
　
　
送
り
火
に
心
安
け
く
暮
れ
て
ゆ
く

　
　
　
　
　
空
蝉
の
葉
裏
に
し
か
と
つ
か
ま
り
て

　
　
　
　
　
桑
摘
み
し
こ
こ
も
工
場
に
な
る
噂

　
　
　
　
　
出
穂
揃
う
畦
道
を
ゆ
く
神
輿
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丸
山
鉄
四
郎

　
　
　
　
　
　
浦
和
市
登
坂

盆
供
養
続
く
山
門
萩
の
道

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
野
沢

月
見
草
小
さ
く
咲
き
し
夜
の
秋

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
大
海

夕
涼
み
し
て
月
影
の
老
夫
婦

　
　
　
　
　
　
　
小
脇
佐
藤

　
　
　
　
　
　
中
仙
田
　
高
橋

　
　
　
　
　
　
　
上
町
高
橋

　
　
　
　
　
　
　
上
野
内
山

　
　
　
　
　
八
王
子
市
　
田
中

　
　
　
　
　
　
　
高
倉
　
斎
木

　
　
　
　
　
　
練
馬
区
須
藤

　
　
　
　
　
　
　
木
落

遊和ぞひ▼寛り願杉つ信自寅博
人人さ平似枝一濤生史

帰
省
の
娘
送
る
バ
ス
停
大
残
暑

　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
　
登
坂
伊
智
子

農
日
誌
ぺ
ー
ジ
重
ね
て
豊
の
秋

　
　
　
　
　
　
小
白
倉
田
中
優
美

と
う
豆
の
丈
高
く
な
り
秋
近
し

　
　
　
　
　
　
　
元
町
金
子
鉄
平

出
穂
の
田
に
祭
太
鼓
の
わ
た
り
ゆ
き

　
　
　
　
　
　
　
上
野
入
沢
は
や

一
雨
の
あ
り
た
る
朝
や
秋
ど
な
り

　
　
　
　
　
　
中
屋
敷
数
藤
壮
一

夜
の
雲
明
る
く
染
め
て
花
火
か
な

　
　
　
　
　
　
　
野
口
村
越
　
幸

夕
涼
み
手
花
火
の
子
と
ひ
と
と
き
を

　
　
　
　
発
電
所
通
り
東
春
日
　
ぶ
ん

下
駄
の
音
重
な
り
ひ
び
き
墓
参
り

　
　
　
　
　
　
　
上
野
星
名
春
子

延
々
と
車
渋
滞
盆
帰
省

　
　
　
　
　
八
王
子
市
　
松
浦
　
サ
ク

ナ
イ
ヤ
ガ
ラ
花
火
か
が
や
き
鮎
ま
つ
り

　
　
　
　
　
　
厚
木
市
川
崎
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『
痴
ほ
う
』
っ
て

　
『
痴
ほ
う
』
と
は
何
で
し
ょ
う
。

十
日
町
保
健
所
岩
井
百
合
子
精
神
衛

生
相
談
員
に
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　
人
は
年
を
と
る
と
、
　
「
物
覚
え
が

悪
く
な
っ
た
」
と
感
じ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
日
々
の
生
活
に

多
少
の
不
便
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
ほ

ど
困
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
で
し
ょ

）
つ
。

　
で
も
、
な
ん
ら
か
の
原
因
で
脳
の

細
胞
や
組
織
が
こ
わ
れ
る
と
、
日
々

の
生
活
も
一
人
で
で
き
な
い
く
ら
い

知
能
が
衰
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
が
『
痴
ほ
う
』
で
す
。

　
痴
ほ
う
が
進
行
す
る
と
、
　
「
い
ま

何
時
か
」
、
　
「
朝
か
、
昼
か
、
夜
か
」

と
い
う
時
間
に
つ
い
て
の
見
当
が
つ

か
な
く
な
っ
た
り
、
　
「
自
分
の
住
ん

で
い
る
家
は
ど
こ
か
」
と
い
う
、
場
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嬢
惚
灘
撫
盤

失
わ
れ
ま
す
。

裏
夜
に
な
る
と
騒
ぐ
夜
間
せ
囎

ん
妄
や
、
「
財
布
を
と
ら
れ
た
」
と
麗

騒
ぐ
被
害
妄
想
、
時
、
所
か
ま
わ
ず
臨

雛
甥
緋
麹
離
齢
影
藩
騒

が
大
変
に
な
っ
て
き
ま
す
・
　
螺

　
痴
ほ
う
は
、
七
十
五
歳
以
下
で
は

百
人
の
う
ち
二
～
三
人
で
す
が
、
八

十
を
過
ぎ
る
と
十
人
に
一
人
、
八
十

五
歳
以
上
で
は
、
五
人
に
一
人
に
現

わ
れ
ま
す
。

　
少
し
で
も
痴
ほ
う
の
症
状
が
現
わ

れ
た
ら
、
ま
ず
専
門
医
の
診
察
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

　
役
場
保
健
衛
生
係
、
保
健
所
で
も

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

．
さ
一
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